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を元 にして､図 1の相図が得られるII｡ゲルの平衡状態は､浸透圧7rく～- )が 0になans











記)で､厚さが 0.4mm､面積は約 1cm2のゲルである｡これを図 2のような厚さ0.5瓜皿の


















図 1 ゲルの相図 斜線部分が不安定領域
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図 3 散乱極 大 を測定する実験装置系





サンプルセルの断面囲 ◎ スペ ーサー
図 2 サ ンプルセル
出発点温度は全て31.5(oC)
No. 終点温度('C) リンク'bl' バターンが
出る時刻(珍) 出る時刻(秒)
1 33.7 930 1000
2 '33.8 300 160
3 33.9 165 90
4 34.0 145 75
5 34.1 185_ 90
6 34.2 165 90
7 ,34.3 95 120
8 34.4 86 120
9 34.5 82 60
10 34.6 88 60
ll 34.7 60 60
12 34.8 60 60
















異な り約 2000(1/cpl)と小さい値である｡そして､非常に速 く成長し､約 120秒です
でに波数はかな り小さくなってしまうことが分かる｡さらに､この温度範囲では､ゲルは
白滝 して しまうため､その後 レーザー光を通さなくなり散乱強度は0になる｡一方､終点









乱極大 とバ ター ンの現れ始める時刻などで大体の対応はついていたが､温度を2度に分け
た場合などの対応 は非常に難しい｡そこで､この独立した潮定を同時に行なうことで完全
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図 5 k空間 ･実空間 同時測定の実験装置系
図 6-1-a 31.5℃-33.8℃ 15分
図 6-1-b 31.5℃-+33.8℃ 20分
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図 6-1-C 3 1.5℃一一33.8oC 40分
図 6-1-d 3 1.5oC一事33.8oC 50分
図 6-2-a 3 1.5℃- 34.7℃ 1分 20秒
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図 6-2-b 3 1.5℃-ナ34.7oC 1分 35秒
図 6-2-C 3 1.5℃-34.7℃ 3分 30秒
図 6-2-d 3 1.5℃-34.7℃ 6分
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である｡温度を上げてか ら9分 ぐらいで細 く連続したパターンが生 じ散乱極大も現れ始め､
ゆっくりと成長 していく(15分,20分)｡さらに､40分 ぐらいになると細かったパター
ンが太 く広が って くる｡50分 ぐらいでは､古い相が泡のよう･なパターンとなり､このこ
ろになると散乱短大はほとんど直接光の方に寄ってしまう｡この後､パターンは 1度消え
かかるが ー粗 いパターンが成長 して､ある程度まで粗 くなった後､消滅 していき新しい平
衡状態にな る｡次 に､終点温度が34.7度のときには(図6-2-a～6-2-d)､約 1分
で粗めのパ ター ンが現れ始め､散乱極大も現れ始める｡非常に遠 く進行し､ 1分40秒に
なると散乱極大は直接光の方にかなり寄 り､パターンも粗祝化が激 しい｡6分程度でゲル







性を定め る条件は普通の 2成分溶液 と異なる部分が多く､不安定状態を調べる際にもゲル
の特徴を踏 まえたものでなければならないと考えられるが､現段階では実験上の難しさか








4)金木 ,弘津 ･日本物理学会1989年秋の分科会 講演 (講演番号 6p-p-5)
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